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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成30年12月20日(2018.12.20)

【公開番号】特開2017-153068(P2017-153068A)
【公開日】平成29年8月31日(2017.8.31)
【年通号数】公開・登録公報2017-033
【出願番号】特願2016-232311(P2016-232311)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｊ  14/06     (2006.01)
   Ｈ０４Ｂ  10/564    (2013.01)
   Ｈ０４Ｂ  10/079    (2013.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/015    (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/025    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｊ   14/06     　　　　
   Ｈ０４Ｂ   10/564    　　　　
   Ｈ０４Ｂ   10/079    １９０　
   Ｇ０２Ｆ    1/015    ５０２　
   Ｇ０２Ｆ    1/025    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年11月5日(2018.11.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　制御部４０５は、制御設定を（Ｘｉ，Ｙｊ）として第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２
の駆動を行う。ここで制御設定（Ｘｉ，Ｙｊ）とは、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２
に設定された利得である。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　まず、制御部４０５は、ｉ＝０、Ｙｊ＝０として、Ｘｉに予め定められた初期値を設定
する。制御設定は（Ｘｉ，０）である（ステップＳ１０２）。ここで、Ｙｊ＝０とは、第
２のＳＯＡ２０２において利得がゼロであること意味する。つまり、第２のＳＯＡ２０２
には電流が流れないので無出力、もしくは微小な光出力しかない状態となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　以上の処理によって、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の利得である制御設定（Ｘｉ

，Ｙｊ）が決定される（ステップＳ１１０）。
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【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　＜実施の形態３＞
　＜構成＞
　本実施の形態３における光送信器においては、光送信器と光送受信器７００が光ファイ
バなどの伝送路で光学的に相互接続されており、伝送路を介して光送受信器７００から符
号誤り率（ＢＥＲ：ｂｉｔ　ｅｒｒｏｒ　ｒａｔｅ）に関する情報を得ることが可能であ
る。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８５】
　制御部６０３は、制御設定を（Ｚｉ，Ｚｉ）として第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２
の駆動を行う。ここで制御設定（Ｚｉ，Ｚｉ）とは、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２
に設定された利得である。まず、制御部６０３は、ｉ＝０として、Ｚｉに予め定められた
初期値を設定する（ステップＳ２０２）。ここで、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の
利得を共通に設定する理由は、後述するステップＳ２０３からステップＳ２０５において
大まかな利得調整を行い、その後のステップＳ２０６からステップＳ２１１で第１、第２
のＳＯＡ２０１，２０２の利得の微調整を行うことで、利得の調整に要する時間を短縮す
るためである。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８８】
　ステップＳ２０５においては、ｉをカウントアップし（ｉ＝ｉ＋１）、制御部６０３は
第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２に共通の利得Ｚｉの値を上下させて、ＢＥＲがより小
さくなる制御設定（Ｚｉ，Ｚｉ）を見つける。そして、再度ステップＳ２０３においてＢ
ＥＲを測定してＢｉとする。そして、再度ステップＳ２０４において制御部６０３は、Ｂ

ｉがＢｉ－１以上であるか判定を行う。図７は、ＢＥＲ（Ｂｉ）と制御設定のカウントの
関係を示す図である。例えば、ｉ＝１の場合、ステップＳ２０４においてＢ０とＢ１とを
比較してＢ１がＢ０以上であるか判定を行う。図７においては、Ｂ１がＢ０以上でないた
め、再度ステップＳ２０５に進む。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９２】
　ステップＳ２０７においては、ｊをカウントアップし（ｊ＝ｊ＋１）、制御部６０３は
第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の制御設定（Ｘｊ，Ｙｊ）の値を規定間隔だけ上下さ
せて、ＢＥＲがより小さくなる制御設定（Ｘｊ，Ｙｊ）を見つける。そして、ステップＳ
２０３と同様にＢＥＲを測定してＢｊとする（ステップＳ２０８）。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　ステップＳ２１０においては、ｊをカウントアップし（ｊ＝ｊ＋１）、制御部６０３は
第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の制御設定（Ｘｊ，Ｙｊ）の値を個別に上下させて、
ＢＥＲがより小さくなる制御設定（Ｘｊ，Ｙｊ）を見つける。そして、再度ステップＳ２
０８においてＢＥＲを測定してＢｊとする。そして、再度ステップＳ２０９において制御
部６０３は、ＢｊがＢｊ－１以上であるか判定を行う。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９６】
　ステップＳ２０９において制御部６０３がＢｊがＢｊ－１以上であると判定した場合は
、最も小さいＢＥＲを与える制御設定を（Ｘｊ－１，Ｙｊ－１）に決定する（ステップＳ
２１１）。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　従って、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の利得を時間周期的に変動させながら、光
送受信器７００の検出値に基づいてより適切な利得に設定し直すことにより、経年劣化等
により第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の性能が時間的に変化する場合であっても、適
切な利得を設定し続けることが可能である。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１１】
　従って、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の利得を時間周期的に変動させながら、光
送受信器７００の検出値に基づいてより適切な利得に設定し直すことにより、経年劣化等
により第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の性能が時間的に変化する場合であっても、適
切な利得を設定し続けることが可能である。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２９】
　次に、制御部９０４は、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２に関して制御設定を（０，
Ｙｊ）とする（図４のステップＳ１０６に相当）。ここで、Ｘｉの初期値として、目標利
得Ｇ２よりも小さい値が設定される。次に、制御設定（０，Ｙｊ）において、第３の検出
器９０３が第３の光合分波部８０３の光出力強度を検出して検出値ＹＰとする（図４のス
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テップＳ１０７に相当）。ここで、第１のＳＯＡ２０１は無出力であるため、第３の光合
分波部８０３の光出力強度は、第２のＳＯＡ２０２の光出力強度とみなすことができる。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　次に、制御部９０４は、図４のステップＳ１０７からステップＳ１０９のフィードバッ
ク制御を行うことにより、第２のＳＯＡ２０２の利得Ｙｊを決定する。決定された第２の
ＳＯＡ２０２の利得Ｙｊは、目標利得Ｇ２以下となる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
　以上の処理によって、第１、第２のＳＯＡ２０１，２０２の利得である制御設定（Ｘｉ

，Ｙｊ）が決定される（図４のステップＳ１１０に相当）。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図４
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図４】
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